
広島大学病院
がん医療従事者研修会

広島大学病院では，がん診療の質の向上及び専門的な知識の普及を目的とし，
がん医療に携わる医師・薬剤師・看護師等を対象とした研修を以下のとおり開催いたします。

お問い合わせ先：広島大学病院 医療支援グループ TEL 082-257-5934
（主催）広島大学病院（都道府県がん診療連携拠点病院）

（共催）中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム/広島大学がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン

QRコードを読み取り、申込フォームに入力後送信してください

2025年2月28日（金）18：00～19：30（予定）

Ｚｏｏｍを用いたオンライン開催開催方式

申込方法

※申込締切 2月21日(金) 17:00 要申込

オンライン開催

本研修会恒例の国立がん研究センター東病院 中村能章先生と奈良県総合医療センター
東光久先生による研修会を開催いたします。
分野は異なりますが、各々の分野における最先端の情報を教えていただいております。
大変貴重な機会ですので、多くの方の御参加をお待ちしております。

広島大学病院 がん治療センター長 岡本 渉

「SCRUM-MONSTARが切り拓くリキッド革命」
国立がん研究センター東病院
医薬品開発推進部門 医薬品開発推進部国際研究推進室 室長／
トランスレーショナルリサーチ支援室／消化管内科 中村 能章 先生

講演１

「Cancer Patientsから、Person with cancerへ
〜Person first languageから考える意思決定支援と行動変容〜」

講演２

奈良県総合医療センター総合診療科 部長／総合南東北病院総合内科 非常勤医師
／東京総合診療推進プロジェクト（T-GAP） アドバイザー・講師 東 光久 先生

開催日時

いつもSCRUM-JapanやCIRCULATE-Japanでは大変お世話になっております。
今年は我々SCRUM-Japan / CIRCULATE-Japanが発信してまいりましたリキッドバイオプシー
についての様々なエビデンスを紹介させていただきます。

「がん患者」ではなく「がんを持つ人」として捉えるPerson First Languageを基盤に、
意思決定支援と行動変容を考察します。エンパワーメントや協働意思決定の実践を通じて、
患者との信頼関係を築き、QOLと治療効果を高める具体策を提示します。患者の未来を支える
ケアを一緒に考えませんか？


